
 

 

北杜市消防団の現状と課題 

消防団組織の再編について 
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なぜ、消防団組織の再編が必要か？ 

 
 

2020 年（R2）⇒2030 年（Ｒ12）の 10 年間で生産年齢人口（15 歳～64 歳）が

4,129人減少。 すなわち、消防団員対象人口が大幅に減る見込み。 

2020年（R2）:21,704人⇒2030年（R12）：17,575人 （2割の減少） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内 13市を比較すると、大月市とともにトップレベルの高齢化率となっている。 

今後、さらなる高齢化は避けられない状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産年齢人口の大幅な減少(少子化) 

 

止まらない高齢化 
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団員の職業構成にあっては、ほとんどが被雇用者（勤め人サラリーマン）であり、市外

に通勤している団員も多く、特に昼間の火災等への出動人員の確保が難しい。 

韮崎市や甲府市、甲斐市に通勤・通学している市民が多い。 

 

北杜市消防団員における 

被雇用者以外（自営業等）の割合（幹部除く） 

15.８% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の北杜市消防団は、8 分団・6５部（本部ラッパ隊・女性消防隊除く）・実団員数

1,6３８人・所有車両 117台（ポンプ車 12台・小型ポンプ積載車 104台・タンク車１台）

という組織となっているが、部の団員数にあっては、地域によって９人～60人程度とか

なりのばらつきがあり、部自体の運営及び車両の運用に支障が出ている。 

 

〇最小部（実人数）  小淵沢分団第４部   ９人 

 

〇最大部（実人数）  長坂分団第６部   ５９人 

 

また、いわゆる幽霊団員と言われる消防活動に参加しない（参加できない）名簿上の

団員の存在も問題である。 

 

被雇用者・サラリーマン化 

部ごとの団員数・管轄エリアの格差 
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     団員の平均年齢は、40.4歳となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      被雇用者率は、84.2％に上っている。 

団員数・平均年齢・被雇用者率の推移 
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 県内の同人口規模の自治体の中でも、本市の条例定数は格段に多い。 

 面積が広い（守備範囲が広い）といっても、同面積規模の自治体と比較してもあまりに

多くなっている。 

 

 組織再編（部の統合）と併せて、条例定数の改正も行わなければならない。 

 現行の「消防力の整備指針（消防庁）」においては、消防団員の総数について「地域の実

情に応じて必要な数」と規定されているが、具体的な算出方法は示されていない。 

 

 基本的には、ポンプ車や小型ポンプ積載車の運用必要人数、大規模災害時の避難誘導

必要人数などを基礎に算出するべきだと考える。 

しかしながら、現状、消防車両やポンプの運用にも支障をきたしている分団（部）もあ

ることから、分団ごとに実情に合わせた「部の統合・車両車両ポンプの削減・定数改正」

を検討していかなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条例定数と実人数の乖離 
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再編の第１段階 
 

 

 

 

令和３年４月に行った団員アンケートによると、将来的に部の統合等、再編が必要と回

答したのは 84．9％におよんでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 団員候補となる若者がいるか？ ほとんどいない（50.8%）、まったくいないゼロであ

る（13.7%）、いるかどうかわからない（22%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部の統合 
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 職場（日中）にいるとき、現場への出動は可能か？ 勤務状況によって、出動が認めら

れる場合と認められない場合がある（35.4%）、原則、勤務中は出動できない（23.9%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●部の基準人数の設定 

今後、多くの部において団員の確保が困難になることが予想されるため、部の基準人

数を次の算出方法により、「原則２５人以上」と設定する案としたい。 

このため、基準人数を下回っている部にあっては、隣接部との統合を検討する。 

 

算出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 真に活躍できる消防団になるには、団員のやる気を維持しなければならない。 

 古い慣習の廃止、目的を持った訓練、個人装備品の充実などを通じて、団員の士気を

高めていくことが必要である。 

 地元のためにしっかりと訓練を積み、高い意識を持って、いざ有事の際には率先して

活躍できる団員を確保していく。 

 条例定数改正においては、基本的に団員数の削減を図ることとなるが、単に現在の実

人数に合わせるということではなく、根本的に変えていくことが求められる。 

消防車両（ポンプ車・積載車）１車両を運用するために最低限必要な人員を 4人

とし、昼間に必要人員４人を確保するため、参集することが比較的難しい被雇用者

を除いた団員比率により算出する。 

 

●４人÷15.8%(被雇用者以外の団員割合)＝25.31 ≒２5人 

団員の被雇用者率：84.2％（令和 2年度） 
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再編の第２段階 
 

 

 

昼夜を問わず、すべての災害や訓練に参加する消防団員（基本団員）をベースとした

上で、特定の活動・役割のみに参加する機能別団員を導入する。 

 

●機能別団員の対象・・・年齢 6９歳以下 

消防吏員OB 

消防団員OB （基本団員として２０年以上在籍したもの） 

●退団を迎える年に機能別団員での再入団の意向を確認する。 

退団１年後、機能別団員として再入団してもらう。 

消防吏員OB、すでに退団している団員OBの勧誘も行う。 

●機能別団員の職務 

火災出動、行方不明者捜索出動、大規模災害出動、基本団員の教育指導 等 

●特例 

出初式等式典への参加なし、防火防犯パトロール等予防啓発活動への参加なし。 

●年数回の訓練参加 

●階級異動なし。（団員で固定） 

●所属は地元の部とする。 

●年間報酬は基本団員より低額に設定する。 

●被服等支給、公務災害補償あり、福祉共済制度加入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機能別団員制度の導入 
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その他 

 

 

 

１ 目的 

消防団員に対する一定の優遇措置（サービス）をサポート店から提供いただき、消防

団員の確保を図ることにより、地域の消防防災力の充実・強化につなげる取り組み。 

 

２ 対象者  北杜市消防団員及び家族 

 

３ 優遇措置（サービス）の内容 

  各事業所が検討した長期的に実施できる内容とする。 

  【例】 

  ・利用料金の○○％引き、ポイント○○倍贈呈、飲食時にワンドリンクサービス など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防団員サポート事業（案）の導入 

 

商工会への協力依頼 

サポート店の登録 

サポート店表示証の交付 

事業の PR 

団員証・家族証の交付 

 

会員への協力依頼 

事業のＰＲ 

 

【メリット】 

集客効果・地域貢献 

イメージアップ 等 

北杜市 

北杜市商工会 

サポート店 

サポート店表示証の交付 

 

【メリット】 

優遇サービス 

団員勧誘への活用 

消防団認知度の向上 

消防団員 

団員証の提示 

優遇サービス提供 

団員証の交付 

事業イメージ 

商工会を通じサポート店への協力を募る 


